
省

令

老
人
福
祉
法
施
行
規
則
及
び
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
老
人
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

老
人
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
大
都
市
の
特
例
）

（
大
都
市
の
特
例
）

第
二
十
三
条

令
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

地
方
自
治
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市

（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）が
老
人
福
祉
に

関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第

一
条
の
十
四
第
二
項
及
び
第
三
条
第
一
項
、
第
二

十
一
条
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
四
ま
で
及
び
別

表
第
九
号
中「
都
道
府
県
知
事
」と
あ
る
の
は
、「
指

定
都
市
の
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
三
条

令
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

地
方
自
治
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市

（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）が
老
人
福
祉
に

関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第

一
条
の
十
四
第
二
項
及
び
第
三
条
第
一
項
、
第
二

十
一
条
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
四
ま
で
及
び
別

表
第
六
号
中「
都
道
府
県
知
事
」と
あ
る
の
は
、「
指

定
都
市
の
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
中
核
市
の
特
例
）

（
中
核
市
の
特
例
）

第
二
十
四
条

令
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項

の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。）が
老
人

福
祉
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
第
一
条
の
十
四
第
二
項
、
第
三
条
第
一
項
、

第
二
十
一
条
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
四
ま
で
及

び
別
表
第
九
号
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の

は
、「
中
核
市
の
長
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
四
条

令
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項

の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。）が
老
人

福
祉
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
第
一
条
の
十
四
第
二
項
、
第
三
条
第
一
項
、

第
二
十
一
条
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
四
ま
で
及

び
別
表
第
六
号
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の

は
、「
中
核
市
の
長
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
（
第
二
十
一
条
の
二
関
係
）

別
表
（
第
二
十
一
条
の
二
関
係
）

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

入
居
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の

た
め
の
取
組
の
状
況

（
新
設
）

七

身
体
的
拘
束
そ
の
他
入
居
者
の
行
動
を
制
限

す
る
行
為
の
適
正
化
の
た
め
の
取
組
の
状
況

（
新
設
）

八

安
全
管
理
及
び
衛
生
管
理
の
た
め
の
取
組
の

状
況

（
新
設
）

九

（
略
）

六

（
略
）

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
混
合
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
推
定
利

用
定
員
の
算
定
方
法
）

（
混
合
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
推
定
利

用
定
員
の
算
定
方
法
）

第
百
二
十
六
条
の
五

法
第
七
十
条
第
五
項
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
定
員
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す

る
混
合
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
（
同
項
に

規
定
す
る
混
合
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を

い
う
。）の
事
業
が
行
わ
れ
る
特
定
施
設
の
入
居
定

員
に
、
当
該
特
定
施
設
に
お
け
る
要
介
護
者
の
入

居
実
態
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
都
道

府
県
が
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
数
と
す
る
。

第
百
二
十
六
条
の
五

法
第
七
十
条
第
五
項
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
定
員
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す

る
混
合
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
（
同
項
に

規
定
す
る
混
合
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を

い
う
。）の
事
業
が
行
わ
れ
る
特
定
施
設
の
入
居
定

員
に
、
百
分
の
七
十
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
都
道

府
県
が
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
数
と
す
る
。

別
表
第
二
（
第
百
四
十
条
の
四
十
五
、
第
百
四
十
条

の
四
十
七
関
係
）

別
表
第
二
（
第
百
四
十
条
の
四
十
五
、
第
百
四
十
条

の
四
十
七
関
係
）

第
一

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
関
す
る
事
項

第
一

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
関
す
る
事
項

一

（
略
）

一

（
略
）

二

利
用
者
本
位
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保

の
た
め
に
講
じ
て
い
る
措
置

二

利
用
者
本
位
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保

の
た
め
に
講
じ
て
い
る
措
置

イ

共
通
事
項

イ

共
通
事
項

・

（
略
）

・

（
略
）

利
用
者
等
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防

止
等
の
た
め
の
取
組
の
状
況

（
新
設
）

身
体
的
拘
束
そ
の
他
利
用
者
等
の
行
動

を
制
限
す
る
行
為
の
適
正
化
の
た
め
の
取

組
の
状
況

（
新
設
）

ロ
・
ハ

（
略
）

ロ
・
ハ

（
略
）

ニ

訪
問
看
護
、
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
及
び
介
護

予
防
訪
問
看
護
（

及
び

に
つ
い
て
は
複

合
型
サ
ー
ビ
ス
に
限
る
。）

ニ

訪
問
看
護
、
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
及
び
介
護

予
防
訪
問
看
護
（

、

及
び

に
つ
い
て

は
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
に
限
る
。）

（
削
る
）

身
体
的
拘
束
等
の
排
除
の
た
め
の
取
組

の
状
況

〜

（
略
）

〜

（
略
）

ホ

（
略
）

ホ

（
略
）

ヘ

通
所
介
護
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
及
び
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
（

に
つ
い
て
は
指
定

療
養
通
所
介
護
に
限
る
。）

ヘ

通
所
介
護
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
及
び
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
（

に
つ
い
て
は
指
定

療
養
通
所
介
護
に
限
る
。）

（
削
る
）

身
体
的
拘
束
等
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

等
基
準
第
二
十
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る

身
体
的
拘
束
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の

排
除
の
た
め
の
取
組
の
状
況

〜

（
略
）

〜

（
略
）

令和年月日 木曜日 第号官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
五
号

老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
十
一
項
並
び
に
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法

律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
条
第
五
項
並
び
に
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
老
人

福
祉
法
施
行
規
則
及
び
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
十
月
三
日

厚
生
労
働
大
臣

福
岡

資
麿


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